








研究目的 

 旁頚管ブロック(PCB)は胎盤機能不全が存在する場合は好ましくないとされるが,胎盤機

能が十分と考えられる場合の主として児に対する影響を検討することを目的とした。 

 分娩監視装置の導入により,周産期医療の質的向上がもたされたと考えるが,その導入に

より帝切率にどのような変化がもたらされたかを検討することを目的とした。 


